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タ
テ
の
キ
ー

法
事
や
法
要
で
の
で
菓
子
や
花

1

○
○
洞
、
○
○
車

4

年
の
初
め
に
行
わ
れ
る
初
○
○

6

ナ
マ
コ
の
内
臓
の
塩
辛

7

Ａ
・
Ｂ
・
○
○

8

絵
を
書
く
人

9

現
実
的
、
写
実
的

10

望
み
つ
つ
待
つ
こ
と

12

自
由
に
使
え
る
時
間

13

誰
も
使
わ
な
く
な
っ
た
言
葉

14

ロ
ケ
ッ
ト
の
―
―
成
功
！

15

体
の
た
め
に
薄
○
○
に
す
る

16

元
素
記
号
は
Ｐ

17

1 6 10 13 15 17

2 11

ハ

8

3 7 14 18

ロ 二

3 12

4 9 16

イ

5

カ
ギ
を
解
き
、
二
重
ワ
ク
に

入
る
文
字
を
イ
ロ
ハ
順
に
並

べ
て
言
葉
を
作
っ
て
下
さ
い
。

藤
井

潤

さ
ん

年
の
初
め
に
行
う
宮
中
行
事

５

国
民
が
情
報
を
○
○
権
利

8

昔
、
よ
く
使
っ
た
消
毒
液

11

季
節
を
あ
ら
わ
す
言
葉

12

香
辛
料
な
ど
―
―
の
強
い
食
べ
物

14

元
旦
と
は
１
月
１
日
の
○
○

16
同
封
の
は
が
き
、
も
し
く
は
官
製
は

が
き
に
答
え
と
ご
住
所
・
お
名
前
・
匿
名

を
希
望
さ
れ
る
方
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
書

い
て
ご
応
募
下
さ
い
。
ま
た
、
ご
意

見
・
ご
感
想
も
お
書
添
え
下
さ
い
。

抽
選
で

名
様
に
図
書
カ
ー
ド
が

10

当
た
り
ま
す
。
応
募
締
め
切
り
は
、
１

月

日
で
す
。

31た
く
さ
ん
の
ご
応
募

お
待
ち
し
て
ま
す
。

｢

道｣

は
、
古
来
よ
り
人
間
の
大
切
な
交

通
、
生
活
の
場
で
あ
り
、
数
知
れ
な
い

人
々
が
通
り
過
ぎ
た
歴
史
的
な
遺
跡
で

も
あ
り
ま
す
。
道
の
語
源
は｢
チ｣

で
、
そ

れ
に
畏
敬
の
念
を
表
す
接
頭
語
の｢
ミ｣

を
つ
け
て｢

ミ
チ｣

と
い
う
語
が
成
立
し

ま
し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
道
が
分
か
れ

る
と
こ
ろ
は
、
分
岐
を
表
す｢

マ
タ｣

を
付

け
て｢

チ
マ
タ｣

(

衢
、
巷
、
岐

い
ず
れ

も｢

チ
マ
タ｣

と
訓
み
ま
す)

と
称
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

古
代
の
王
権
に
と
っ
て
、
交
通
網
の
整

備
は
、
人
民
支
配
を
確
立
す
る
上
で
極
め

て
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
中
で
、
中
国
の
歴
史
書
に
登
場
す
る｢

倭

の
五
王｣(

讃
、
珍
、
斉
、
興
、
武)

の
最
後

の｢

武｣

王
の
時
代(

５
世
紀
後
半
の
雄
略

天
皇
の
時
代
と
推
定
さ
れ
る)

頃
か
ら
、
海

や
河
の
港
湾
施
設
と
と
も
に
、
各
地
の
官

道(

国
道)

の
整
備
が
大
々
的
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
王
権
の
所
在
地
で

あ
っ
た
奈
良
盆
地
で
は
、
ま
ず
、
大
阪
湾

か
ら
入
る
大
和
川
の
舟
運
や
、
盆
地
を
東

西
に
貫
く
横
大
路(

後
の
伊
勢
街
道)

、

下
ッ
道(

南
北
に
貫
く
現
在
の
国
道
24

号)

線
な
ど
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し

て
、｢

道｣

が
交
差
、
分
岐
す
る｢

衢｣

に
は

大
勢
の
人
々
が
集
ま
り
、
各
地
の
物
品
を

交
換
す
る
拠
点
と
し
て
の
市
場
が
発
達
し

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
古
代
の
市
場
と

し
て
最
も
有
名
で
、
高
校
の
教
科
書
に
も

登
場
す
る
海
柘
榴
市(

つ
ば
い
ち

桜
井

市
大
字｢

金
屋｣

付
近)
は
、
大
和
川
上
流
の

初
瀬
川
の
畔(

ほ
と
り)
に
あ
り
、
横
大
路

と
上
ッ
道(

山
辺
の
道)

が
交
わ
る
交
通
の

要
衝
・｢

衢｣

に
発
達
し
た
も
の
で
す
。

さ
て
、
推
古
天
皇
の

年
、
大
和
政
権

607

が
中
国
に
遣
隋
使
・
小
野
妹
子(

い
も
こ)

を
派
遣
し
、｢

日
出
づ
る
処
の
天
子
、
書
を

日
没
す
る
処
の
天
子
に
致
す｣

と
の
国
書

(

天
皇
か
ら
の
手
紙)

を
隋
の
皇
帝
・
煬
帝

(

よ
う
だ
い)

に
手
渡
し
、
煬
帝
を
い
た
く

怒
ら
せ
た
と
い
う
有
名
な
話
が
あ
り
ま

す
。
太
陽
の
昇
る
東
の
日
本
、
沈
む
西
の

中
国
、
と
対
比
し
、｢

天
子｣

と
名
乗
っ
て
、

煬
帝
を
激
怒
さ
せ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の

よ
く
知
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
後
日
談

が
あ
り
ま
す
。
激
怒
し
た
煬
帝
は
、
朝
鮮

北
部
の
高
句
麗
と
の
対
抗
上
、
倭
国
と
の

友
好
関
係
を
維
持
す
る
必
要
を
感
じ
て
、

翌
年
、
わ
ざ
わ
ざ
裴
世
清(

は
い
せ
い
せ

い)

と
い
う
人
物
を
倭
国
に
派
遣
し
た
の

で
す
。
こ
れ
は
大
和
政
権
の
朝
鮮
半
島
情

勢
を
念
頭
に
入
れ
た
巧
み
な
外
交
を
示
す

９
月
よ
り
土
庫
病
院
医
事
課
か

ら
友
の
会
事
務
局
に
配
属
に
な
り

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
友
の
会
で
は

分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
み

な
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
が
ん
ば
り

ま
す
。
み
な
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

老健ふれあい
北側駐車場

実施日： (毎月第１木曜)

１月９日、２月６日
午後１時 30分～

やまと法律事務所
の

弁護士が担当します。

※必ず事前にお申し込み下さい。

☎０７４５（２２）２９８９

も
の
で
、
中
国
史
書(

『
隋
書
倭
国
伝)

』

に
書
か
れ
た
紛
れ
も
な
い
歴
史
的
な
事
実

な
の
で
す
。
そ
こ
で
、
隋
の
使
者
・
裴
世

清
が
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
を
通
っ
て
大
和

政
権
の
所
在
地
で
あ
る
飛
鳥
ま
で
や
っ
て

き
た
の
か
、
辿
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

裴
世
清
は
、
海
路
で
難
波
津(

大
阪)

に

到
着
し
、
川
船
で
大
和
川
、
初
瀬
川
を
遡
っ

て
、
海
柘
榴
市
近
く
の
船
着
き
場
で
上
陸
、

そ
こ
か
ら
陸
路
・
磐
余(

い
わ
れ)

道
を
南

下
し
て
飛
鳥
に
あ
っ
た
推
古
天
皇
の
宮
殿

に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。(

『
日
本
書

紀
』)

異
国
の
使
者
・
裴
世
清
一
行
が
ど
の

よ
う
な
服
装
で
、
ど
の
よ
う
な
振
る
舞
い

で
古
代
の｢

道｣

を
通
過
し
た
の
か
、
沿
道

の
人
々
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
の
か
、
想

像
し
て
み
る
だ
け
で
も
楽
し
い
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

(

参
考
文
献
『
歴
史
の
道
・
再
発
見

第

４
巻
』
前
田
晴
人
論
文)

霧
の
よ
う
な
細
か
い
雨

18

ヨ
コ
の
キ
ー

お
重
な
ど
に
詰
め
て
お
正
月
に
食
べ
る

１

こ
ど
も
の
雪
遊
び
と
い
え
ば

２

超
音
波
を
使
う
―
―
検
査

３

｢

大
き
な
あ
ご｣

を
持
っ
た
甲
虫

４

約100kgのもち米をつ
いてふるまいます。
併せて、ボランティアも

募集しています。つく、こ
ねる、まるめる等、ご協力
ください。

詳しくは友の会事務局まで

なくなり次第終了

健
生
会
友
の
会
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※
総
会
議
案
等
、
次
号
で
お
送
り
し
ま
す
。

多
数
の
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。


